
                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語 

■外国語科の目標 
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話

すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコ
ミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、
外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝え合ったりすることが
できる力を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主
体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

■外国語科の特質に応じた見方・考え方 

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して 
捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再
構築すること。 

 

■高知県が目指す授業づくりのコンセプト 
○外国語科における「学びを変える」授業づくりとは                

英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの言語活動を通して資質・能力が育成されるよう、
単元など内容や時間のまとまりを見通して学習過程を工夫することです。そのためには、具体的な課題を
設定し、生徒が外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせながら、コミュニケーシ
ョンの目的や場面、状況などを意識して活動を行い、英語の音声や語彙、表現、文法の知識を五つの領域
における実際のコミュニケーションにおいて活用させ、資質・能力を育成していくことが重要です。 

 

○外国語科における「学びをつなげる」授業づくりとは                
   領域別目標と関連付けられた学年ごとの学習到達目標を設定し、発達段階に応じて資質・能力を系統的

に捉え、言語活動を通してコミュニケーションを図る資質・能力を育成することです。そのためには、小・
中・高それぞれの段階でどのような言語材料を扱い、言語活動をしているのかを理解し、「英語を用いて
何ができるようになるか」という観点から段階的に指導を行い、「見方・考え方」をさらに確かで豊かな
ものにしていくことが大切です。 

 
○外国語科における「学びを高める」授業づくりとは                

単元終末段階の生徒に望む具体的な姿のイメージをもち、単元を見通した課題を設定した言語活動に
おいて、「見方・考え方」を習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせるよう工夫することです。
そのためには、外国語によるコミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、情報を捉え、そ
れを整理したり吟味したりしながら思考を深めることで、自らの考えを形成したり深化させたり、さらに
表現を選択したりして「論理的に表現」することを重視します。 

   
■外国語科の特質に応じて、効果的な学習展開ができるように配慮すべき内容 
○言語活動の充実 

目的・場面・状況を明確にし、自分の伝えたいことを伝えるためには、どの表現を使ったらいいかと 
いう問いを常にもち、思考しながら言語活動を行うことが大切です。「もっと分かりやすく伝えるために
は、どのような情報を付け加えたり省いたりして伝えればよいか」と思考し、表現するために必要な言語
材料を取捨選択して活用できるようにすることが重要です。 

 
○コミュニケーションを支える言語材料の取扱い 

   言語材料については、単に繰り返し活動を行うのではなく、生徒が言語活動の目的や言語の使用場面を
意識して行うことができるように留意する必要があります。文法はコミュニケーションを支えるもので
あることを踏まえ、コミュニケーションの目的を達成する上での必要性や有用性を実感させた上で、その
知識を活用させることが重要です。 

 
○他教科等との関連 

 言語活動で扱う題材は、生徒の興味・関心に合ったものとし、国語科や理科、音楽科など、他の教科等
で生徒が学習したことを活用したり、学校行事で扱う内容と関連付けたりするなどの工夫をすることで、
主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養います。 

 



➊～➍ 言語習得のプロセス  ⓐⓑ 見方・考え方を働かせる子供の姿  ⒶⒷ 見方・考え方を鍛える教師の手立て 

「CAN-DO リスト」形式の学習到達目標 

 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを、

メモなどを基に整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりの

ある文章を書くことができる。 

「単元の目標」 

学校の良さをホームページで知ってもらうために、学校

行事や部活動について、事実や自分の考え、気持ちなどを整

理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書く

ことができる。 

                                                                                   

・前時で書いた内容をもとに発表し、やり取りす 
る。➊ 

 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学校のよさを知ってもらうためにホームページに
紹介文を書く。➌ ➍ 

 
 
 
 
 
 
 
 

・学校行事について友達とやり取りする。 
・ある学校のＨＰの紹介文を読む。➊ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
・発表メモを作成し、メモを基に友達と伝え合い、伝 
え合った内容をノートにまとめる。チェックリス 
トを用いて友達の書いた文を修正する。➌ ➍ 

・単元ゴールの内容（目的・場面・状況）やパフォーマ
ンステストについて知り、学習の見通しを持つ。➊ Ⓐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・友達と部活動や学校の先生について伝え合う。➋ 
 
 
 
 
 
 
 
・話したことをノートに書く。➌ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・気付いた誤りのポイントをまとめてチェックリスト
を作成し、自分の書いた文を修正する。➍ 

言語習得のプロセス ➊子供がコミュニケーションの目的・
場面・状況を把握する。 

➋目的に応じたコミュニケーションの見通
しを立てる。 

 

➌目的達成のためのコミュニケーショ
ンを行う。 

 

➍言語面・内容面で自らの学習のまと
めを行う。 

 

●部活動や先生について、簡単な語句や文を用いて、
紹介文を書く活動。 

●学校のよさを伝えるために、事実や自分の考えを 
整理しながら紹介文を書く活動。 

 

●学校のよさを HP で伝えるために、事実や自分の考 
えを整理しながらまとまりのある紹介文を書く活動。 

 
・本単元の言語材料と既習表現を使って、自分の考
えをどう表現するか考え、正確に文章を書く力。 

・目的に応じて、自分の考えをどう表現するか考え、 
正確に文章を書く力。 

・読み手を意識しながら書く内容を再構築する力。 

（前時に作成したメモを基に発表する） 

 a

 

 

ごみ拾いの様

子と学校を映

した写真 

板書（抜粋） 

事実を伝える（説明する） ～ ～

意見・感想を言う 

招待する ～
Ｔ: ホームページに文を載せるんですよね。この文 

章を見て気付くことはありませんか。（中間指導） 
 

 
 

 
S1: 誰かに読んでもらうためには正しい文章を書か

ないと伝わらないな。動詞は is ・live の両方は
使えないんじゃなかったかな。  

 

 

Ｔ : 学校のよさを伝えるためにどのような工夫
がありましたか。（中間指導）➋Ⓑ 

S１: 行事の詳しい説明、感想やエピソードを入れ
ると読んでくれる人に伝わるんじゃないか
な。タイトルもあればいいかな。 ⓐ 

llＴlll: なぜ ALT の先生はたくさん S1 さんに質問し
たのかな。（中間指導）Ⓑ 

S１: 読む人は高知の人だけじゃなく、学校を知らな
い人も読むから、場所など詳しく説明しないと
いけないな。書いたら友達に読んでもらって、
分かりにくい所がないか聞いてみよう。➋ⓑ 

 

：たくさんの人に学校のよさを知ってもらいたいな。 
  何を伝えればいいかな。 

 

 

 

高等学校 第 1学年  

 日常的な話題について、使用する語句や文、事前の

準備などにおいて、多くの支援を活用すれば、基本的

な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理

性に注意して文章を書いて伝えることができる。 

領域 書くこと イ 中学校 第１学年 

《既習事項との関連》  
◇第１学年：簡単な手紙や電子メールの形で自分の近況な

どを伝える活動。 

《他教科等との関連》 
【国語】第１学年 

行事の案内や報告の文章を書くなどを通して、根拠を明確
にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫する
学習活動。 

本
単
元 

ⓐ書く目的を意識し、自分の考えや気持ちを表現するために言葉を選んでいる姿。    ⓑ読み手を意識し、やり取りした内容を参考に、文章を推敲している姿。                                 

【単元ゴールとなる言語活動：ＨＰで学校のよさを伝えるために、事実や自分の考えを整理し、簡単な語や文を用いてまとまりのある紹介文を書く】 

【目的】学校のよさをＨＰで知ってもらうために【場面】学校行事や部活動等についてまとまりのある文を書いて【状況】多くの人に紹介する 

 

 

中学校 第３学年  

 日常的な話題について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文

を用いて文章構成の特徴を意識しながら、

まとまりのある文章を書くことができる。 

思考力、判断力、表現力等 
イ 日常的な話題について、
英語を聞いたり読んだり
して得られた情報や表現
を、選択したり抽出したり
するなどして活用し、話し
たり書いたりして事実や
自分の考え、気持ちなどを
表現すること。 

知識及び技能 
エ 文、文構造及び文法事項 
  (ｳ) e  過去形について理解

すること。 
    このような言語材料

と言語活動とを効果的
に関連付け、実際のコ
ミュニケーションにお
いて活用できる技能を
身に付けること。 

Ⓐまとまりのある文章を書くために、モデル文を提示し、どのような語句や表現      Ⓑ学校のよさが読み手により伝わるように、「何を書くとよいか」、「それを英語でどの 
を用いて書けばよいかを気付かせる。                      ように表現するか」を気付かせる。 

 

                                  

学びに向かう力、人間性等 

 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度。 
 

主な資質・能力の系統 

 

「CAN-DO リスト」 

形式の学習到達目標 

中学校 第２学年  

日常的な話題について、事実や自分の

考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いてまとまりのある文章を書く

ことができる。 

小学校 第６学年  

自分のことや身近で簡単な事柄につい 

て、例文を参考に、その中の一文あるい 

は一部の語を自分が表現したい内容のも 

のに置き換えて書くことができる。 

小学校 第５学年  

自分のことや身近で簡単な事柄につい

て、語順を意識しながら、音声で十分に

慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現

を書き写すことができる。 

学校の写真 



「単元の目標」 

海外でのホームステイの機会を得るために、志願理由につい

て、事実や自分の考え、気持ちなどを、メモなどを基に整理し、

簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができ

る。 

「CAN-DO リスト」形式の学習到達目標  

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを、 

メモなどを基に整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのあ

る内容を話すことができる。 

➊～➍ 言語習得のプロセス  ⓐⓑ 見方・考え方を働かせる子供の姿  ⒶⒷ 見方・考え方を鍛える教師の手立て 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 
エ 文、文構造及び文法事項 
 (ｳ) f  形容詞や副詞を用い

た比較表現を理解する
こと。 

     このような言語材料
と言語活動とを効果的
に関連付け、実際のコミ
ュニケーションにおい
て活用できる技能を身
に付けること。 

学びに向かう力、人間性等 

 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読
み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用
いてコミュニケーションを図ろうとする態度。 

思考力、判断力、表現力等 
ウ 日常的な話題や社会的

な話題について、伝える

内容を整理し、英語で話

したり書いたりして互い

に事実や自分の考え、気

持ちなどを伝え合うこ

と。 

・志願理由を整理し、友達を面接官として話す。➊➋➌ⓐⓑ 

・S4 の発表を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・中間指導を基に再度自分の考えを整理し、 

ALT を面接官として話す。➋➌ⓐⓑ 

  

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・内容面や言語面などの視点で ALT や教師の評価を聞く。              

（中間指導）ⒶⒷ 

・修正を加えて本時に話した英文を書く。➍ 

・単元を通してできるようになったことや、実際の面接で 
生かしたいことなどについて振り返りを行う。➍ 

 

・単元ゴールの言語活動について知り、本単元で学習すべ
き表現や内容についての見通しを持つ。➊ 

 
 
 

・提示されたプランから自分が行きたいプランについて
メモを基に考えを整理し、友達に話す。➊➋➌ⓐⓑ 

・S1 や他の生徒の発表を聞く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・新しい比較表現を理解する。 

・再度、自分の考えを整理し、友達に話す。➋➌ⓐⓑ 
 
 
 
 
 
 
 

 

・修正を加えて本時に話した英文を書く。➍ 

・本時に話した内容を書く。➍ 

・前時に書いた英文について、前時のメモを基に友達に話
す。➌ⓐⓑ 

・S2 の発表を聞く。 
 
 
 
 
 
 

・ホームステイ中に学びたいことやホームステイのよさな 
どについて自分の考えを整理し友達に話す。➊➋➌ⓐⓑ 

 
 
 
 
 
 

・ペア活動で知った言葉や、うまく言えなかった言葉など
について共有する。         （中間指導）Ⓑ 

・中間指導を基に再度、友達に話す。➋➌ⓐⓑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・再度、自分の考えを整理し、友達に話す。➋➌ⓐⓑ 

・面接に向け、その地域のことを知っておくと、より熱意
が伝わることを確認する。 

・修正を加えて本時に話した英文を書く。➍ 

ⓐ  相手に自分の考えが伝わるように、その目的に合う内容や構成を考えたり話したりし  ⓑ  既得の知識から自分の考えを伝えるための語句や表現を想起したり、相手の表情を見て、より 
ている姿。                                          良い表現を考えながら話したりしている姿。 

                                      
 

Ⓐ  生徒の発話を取り上げたり、生徒に発表させたりするなどして、目的・場面・状況に  Ⓑ  生徒の発話を取り上げたり、生徒に発表させたりするなどして、既得の知識から言語面の修正 

応じた内容や構成になっているか気付かせる。                              や導入を行ったり、相手の理解を確かめながら話せているか気付かせたりする。 

 

小学校 第６学年   
学校生活や地域に関することなど

について、内容を整理した上で、自
分の考えや気持ちなどを、簡単な語
句や基本的な表現を用いて話すこと
ができる。 
 

小学校 第５学年  
学校生活や地域に関することなど

を簡単な語句や基本的な表現を用い
て、できるだけたくさん話すことが
できる。 

主な資質・能力の系統 

 

「CAN-DO リスト」 

形式の学習到達目標 

中学校 第１学年  
日常的な話題について、事実や自

分の考え、気持ちなどを、メモなど
を基に整理し、簡単な語句や文を用
いて話すことができる。 

《他教科等との関連》 
【国語】第２学年   

説明や提案など伝えたいことを話したり、それらを聞いて 

質問や助言などをしたりして、自分の立場や考えが明確になる

ように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成

を工夫する学習活動。 

《既習事項との関連》  
◇第１学年：自己紹介する活動。 

◇第２学年：将来の夢や職業について発表する活動。 

本
単
元 

中学校 第３学年  
日常的な話題について、事実や自

分の考え、気持ちなどを整理し、簡
単な語句や文を用いてまとまりのあ
る内容を話すことができる。 

高等学校 第 1学年  
日常的な話題について、使用する語句や文、

事前の準備などにおいて、多くの支援を活用
すれば、基本的な語句や文を用いて、情報や
考え、気持ちなどを論理性に注意して話して
伝えることができる。 

中学校 第２学年 領域 話すこと［発表］イ 

 いとこのお姉さんが行ったことで、

 

言語習得のプロセス ➊子供がコミュニケーションの目的・
場面・状況を把握する。 

➋目的に応じたコミュニケーションの見通
しを立てる。 

 

➌目的達成のためのコミュニケーショ
ンを行う。 

 

➍言語面・内容面で自らの学習のまと
めを行う。 

 

●自分の行きたい国のプランについて、そこに行きたい理由を
話す活動。 

●ホームステイ中にしたいことや学びたいことなど、ホームス
テイの良さについて、理由を含めて自分の考えを話す活動。 

●その国やそのプランで行きたい理由について、将来の夢など 

との関わりを含めて自分の考えを話す活動。 

・伝える内容を整理し、その目的に合う理由を話す力。 
・既習の表現や新しい比較表現を用いて自分の考えを話す力。 

・与えられたテーマに関して伝える内容を整理し、理由を含め 
て自分の考えを話す力。 

・構成を工夫し、相手に伝わるように話す力。 
 

・相手に伝わる構成や展開を考えながら伝える内容を整理し、ま
とまりのある内容を話す力。 

・相手の表情などで相手の理解度を確認しながら話す力。 

【単元ゴールとなる言語活動：海外でのホームステイの機会を得るための志願理由を話す】 

          【目的】海外でのホームステイの機会を得るために、【場面】オンラインによる面接審査で、【状況】現地の企画関係者に志願理由を話す 

 
ホームステイ

ではそれができる。

ⒶⒷ

オリジナル！
も使っていた。ⓐⓑ

板書（抜粋） 

発表のはじめ  
理由の述べ方  
理由・結論  

私も行ってみたいな。自分を選んでもらうにはどんな
ことを伝えると良いかな。うまく伝えられるかな。 

の方が良い。

 
（中間指導）Ⓐ 

 の方が良い.
（中間指導）Ⓑ

… … ⓑ
 良いか悪いかではなく興味があるということだと思 

   うので、 を使うと良いんじゃない? ⓑ 
（中間指導）Ⓐ

ⓐ

 
 

…（略）… …（略）…

                 （自己紹介・質問等 略）

                  （中間指導）Ⓐ
などを使って伝える。ⓐ

（中間指導）ⒶⒷ 

なぜアクティビティーコースなのか、将来とのつなが
りが伝わった。ⓐ
相手の表情を見て、伝わっているか確認しながら話し
ていた。ⓑ



「単元の目標」 

「ロボットとの暮らし」について自分の意見や考えを伝えるため

に、新聞記事や意見文の要点を捉えるとともに、その内容を基に自分

の意見や考えを伝え合ったり、意見文を書いたりすることができる。 

「CAN-DO リスト」形式の学習到達目標  

社会的な話題について、簡単な語句や文で書かれた短い文

章の要点を捉えることができる。 

 

➊～➍ 言語習得のプロセス  ⓐⓑ 見方・考え方を働かせる子供の姿  ⒶⒷ 見方・考え方を鍛える教師の手立て 

 

                                            重要だと                                       

知識及び技能 
エ 文、文構造及び文法事項 
(ｳ）i 現在分詞、過去分詞の

形容詞としての用法に
ついて理解すること。 

   このような言語材料と
言語活動を効果的に関
連付け、実際のコミュニ
ケーションにおいて活
用できる技能を身に付
けること。 

学びに向かう力、人間性等 

 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする態度。 

思考力、判断力、表現力等 
イ 日常的な話題や社会的な
話題について、英語を聞いた
り読んだりして得られた情
報や表現を、選択したり抽出
したりするなどして活用し、
話したり書いたりして事実
や自分の考え、気持ちなどを
表現すること。 

 

・ALT の意見文を読み、要点を捉えるために段落ごと 
にタイトルを付けたり、段落と段落のキーワードを 
比較したりする。➊➋ 

 

 

 

 

 

 

・捉えた要点（ALT が一番伝えたいこと）に対する自
分の考え等を、文を引用しながら複数のペアと伝え
合う。➌ⓐ 

 
 
 
 
 
・中間指導を基に再度伝え合う。➌ⓐ 
 
 
 
 
 
 
 
 
・伝え合ったことを踏まえ、自分の考えを再構築し、
その内容を書く。➍ 

 

・単元ゴールの内容やパフォーマンステストについて
確認したあと、新聞記事からどんな演奏なのか写真と
見出しから予想し、内容を伝え合う。➊➋ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・予想が合っているか本文を読んで内容を確認する。重
要だと思う文にマーカーを引く。➌Ⓐⓐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・記事にサブタイトルを付け、その理由について複数の 
ペアで伝え合う。➌Ⓐⓐ 

 
 
 
 
 
 
・伝え合ったことを踏まえ、自分の考えを再構築し、そ
の内容を書く。➍ 

・登場人物それぞれの意見を読み、共通点と相違点を 
ベン図で整理する。その後、要点を捉えるためそれ
ぞれの意見に簡単な見出しを付ける。➊➋➌ 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
・ベン図を基に本文内容と、その内容に対する自分の
考えなどを複数のペアと伝え合う。➌Ⓑⓑ 

 

 

 

・中間指導を基に再度伝え合う。➌Ⓑⓑ 

 

 

 

 

 

 

・伝え合ったことを踏まえ、自分の考えを再構築し、その内

容を書く。➍ 

 
 
 

ⓐ筆者が最も伝えたいことは何かを考えながら読み、複数の情報にマーカーを引いて      ⓑ要点を捉えるために、相違点や共通点に着目し、そこにタイトルなどを付けている姿。 

比較することで要点を見つけている姿。                   

                                                                               

Ⓐ記事や本文の内容を理解する際には本文以外の情報も役に立つことに改めて気付かせると共に、     Ⓑ複数の意見文を読む時はキーワードを取り出し、比較して読むと要点が分かりやすいことに気付かせる。  
 重要だと思う文にマーカーを引きそれぞれの情報を整理することで要点が見えてくることに気付かせる。                                  

小学校 第６学年   
音声で十分に慣れ親しんだ簡単

な語句や基本的な表現が書かれた
掲示やパンフレットを見て、その
語句や表現の意味を推測すること
ができる。 
 

小学校 第５学年  
音声で十分に慣れ親しんだ簡

単な語句が書かれた掲示やパン
フレットを見て、絵や写真と結
び付けながら、その語句の意味
を推測することができる。 
 

主な資質・能力の系統 

 

「CAN-DO リスト」 

形式の学習到達目標 

中学校 第１学年  

身近な事柄について、絵や
図、表などを示せば、簡単な語
句や文で書かれた短い文章の要
点を捉えることができる。 

 

中学校 第２学年  

社会的な話題について、絵や
図、表などを示せば、簡単な語
句や文で書かれた短い文章の要
点を捉えることができる。 

 

《他教科等との関連》 
【国語】第３学年 
  論説や報道などの文章を比較するなどして読み、考えを
広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、
自分の考えをもつ学習活動。 

 

《既習事項との関連》  
◇１年 食品ロスについて書かれた説明を読み、イラストや図表などを

参考にしながら要点を把握する活動。 
◇２年 誰もが住みやすい社会について書かれた意見文を読み、イラス

トや図表などを参考にしながら要点を把握する活動。 

【単元ゴールとなる言語活動 : 『ロボットとの暮らし』について良い点と課題点の両方に触れながら、自分の考えを伝える】 

【目的】自分の意見や考えを仲間に伝えるために、【場面】「ロボットとの暮らし」について書かれたものを読んで、【状況】文章の要点を捉える 

 

 

本
単
元 

高等学校 第 1学年  

社会的な話題について、使用する語句や文、情報

量などにおいて、多くの支援を活用すれば、必要な

情報を読み取り、概要や要点、詳細を目的に応じて

捉えることができる。 

 

中学校 第３学年 領域 読むこと ウ 

 

… に支配される

言語習得のプロセス ➊子供がコミュニケーションの目的・
場面・状況を把握する。 

➋目的に応じたコミュニケーションの見通
しを立てる。 

 

➌目的達成のためのコミュニケーショ
ンを行う。 

 

➍言語面・内容面で自らの学習のまと
めを行う。 

 

●英字新聞の記事の見出しや写真から推測した上で実際に

その内容を読み取る活動。 

 

●『ロボットとの暮らし』について互いの考えを伝え合うために、教

科書を読み、各登場人物が最も伝えたいことを捉える活動。 

 

●『ロボットとの暮らし』について互いの考えを伝え合うために、意

見文を読み要点を捉える活動。 

・見出しや写真を活かして複数の情報の中から必要な情報や

要点を捉える力。 

・思考ツールを用いて複数の情報を整理し、整理した情報にタ

イトルを付けることで文章の要点を捉える力。 

 

・今までに身に付いた読むことの見方・考え方を働かせて複数

の情報の中から文章の要点を捉える力。 

 

help us a lot

quickly and precisely

work in dangerous 
places

Better lives!

so efficient

taking people's jobs 
away

Worse lives!

Robots 

are  

efficient. 

“

先生、二人の意見長いけど、どうやったら読みやすくなる？

ベン図？

マーカー引こうかな、キーワード選ぼうかな。

 



「単元の目標」 

よりよい世界の実現に向けた自分の考えを発信するため
に、平和について書かれた英文を読み、読んだことを基に考
えたことや感じたことを、英文を引用するなどして、簡単な
語句や文を用いて書くことができる。 

「CAN-DO リスト」形式の学習到達目標  
社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについ

て、考えたことや感じたこと、その理由などを、簡単な語
句や文を用いて書くことができる。 

➊～➍ 言語習得のプロセス  ⓐⓑ 見方・考え方を働かせる子供の姿  ⒶⒷ 見方・考え方を鍛える教師の手立て 

                                                                                   

知識及び技能 
エ 文、文構造及び文法事項 
（ウ）   

  関係代名詞の主格who 
の制限的用法について理解 
すること。 
このような言語材料と言 
語活動とを効果的に関連付
け、実際のコミュニケーシ
ョンにおいて活用できる技
能を身に付けること。 

学びに向かう力、人間性等 

 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読
み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用
いてコミュニケーションを図ろうとする態度。 

思考力、判断力、表現力等 
イ 日常的な話題や社会的な話 

題について、英語を聞いたり

読んだりして得られた情報や

表現を、選択したり抽出した

りするなどして活用し、話し

たり書いたりして事実や自分

の考え、気持ちなどを表現す

ること。 

・マララ・ユスフザイさんについての記事を読み、よりよい
世界の実現に向けた自分の考えやその理由などを書く。 

➊ ➋ ➌ ⓑ 
 
 
 
 
 
 
・投稿文を読み合った後、よりよい世界に向けた思いを伝え 
られているかの視点で意見交流する。   

 
・全体で、互いの気付き等を共有する。（中間指導）Ⓑ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・投稿文を見直し、清書する。➌ ⓐ ⓑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本単元を振り返り、成果と課題をまとめる。➍ 

・単元ゴールと本時の言語活動におけるコミュニケーション 
の目的・場面・状況等を知る。➊ ➋ 

 
 
 
 
 
・記事を読んだ後、ペアで分かったことや自分の考えを伝え 
合ったり、分からないところやさらに知りたいことなどを 
質問したりする。➌ 

 
・話した内容や気付きなどを全体で共有する。 

（中間指導）Ⓑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・投稿文を書く。➌ ⓑ 
 
 
 
 
 
 
・本時で学んだこと、気付いたことなどを振り返り、次時で頑 
張りたいこと等を明らかにする。➍  

・マザーテレサについての記事を読み、自分の考えやその理
由などを伝え合った後、投稿文を書く。➊ ➋ ➌ ⓑ 

 
 
 
 
・投稿文をグループで読み合った後、気付いたことやさらに 
よくするために取り入れたいこと等を全体で共有する。 

（中間指導）Ⓐ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・投稿文を加筆・修正する。➌ ⓐ ⓑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本時で学んだこと、気付いたことなどを振り返り、次時で 
 頑張りたいこと等を明らかにする。➍ 

ⓐ 読み手の年齢や性別をイメージして、内容を考えている姿。    ⓑ 分かりやすく伝えるために引用したり、構成を工夫したりしながら表現している姿。 

Ⓐ 読み手のターゲットを絞らせる。                     Ⓑ 記事を基に、伝えたい内容と構成を考えさせる。 

小学校 第６学年   
自分のことや身近で簡単な事柄につい

て、例文を参考に、その中の一文あるいは

一部の語を自分が表現したい内容のものに

置き換えて書くことができる。 

小学校 第５学年  
自分のことや身近で簡単な事柄につい

て、語順を意識しながら、音声で十分に慣

れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書

き写すことができる。 

主な資質・能力の系統 

 

「CAN-DOリスト」 

形式の学習到達目標 

中学校 第１学年  
身近な事柄に関して聞いたり読んだりした

ことについて、考えたことや感じたことを、

メモなどを基に整理し、簡単な語句や文を用

いて書くことができる。 

中学校 第２学年 
社会的な話題に関して聞いたり読んだり

したことについて、考えたことや感じたこ

と、その理由などを、メモなどを基に整理

し、簡単な語句や文を用いて書くことがで

きる。 

《他教科等との関連》 
【国語】第３学年  
情報を編集して文章にまとめる活動を通して、表現の仕方を

考えたり資料を適切に引用したりするなど、自分の考えが分か
りやすく伝わる文章になるように工夫する学習活動。 

《既習事項との関連》  
◇２年生：よりよい学校にするための校則の在り方につい 

て意見を書く活動。 
◇３年生：ロボットとの共存について意見を書く活動。 

【単元ゴールとなる言語活動：世界平和についての記事を読み、よりよい世界の実現に向け、自分の考えや理由などを書く】 

【目的】よりよい世界の実現に向けた自分の考えやその理由などを伝えるために、【場面】SNS上に【状況】世界の人々に向けて投稿する文を書く 

本
単
元 

高等学校 第 1学年  

社会的な話題について、使用する語句や文、事前の

準備などにおいて、多くの支援を活用すれば、聞いた

り読んだりしたことを基に、基本的な語句や文を用い

て、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意して文章

を書いて伝えることができる。 

中学校 第３学年 領域 書くこと ウ 

［板書（抜粋）］

言語習得のプロセス ➊子供がコミュニケーションの目的・ 
場面・状況を把握する。 

➋目的に応じたコミュニケーションの見通
しを立てる。 

 

➌目的達成のためのコミュニケーショ
ンを行う。 

 

➍言語面・内容面で自らの学習のまと
めを行う。 

 

●世界における紛争地域の子供の現状に関する記事
を読み、意見文を書く活動。 

●世界平和のために尽力した人物に関するエピソー
ドを読み、意見文を書く活動。 

●現在、平和のために世界で活躍している人物に関す
るエピソードを読み、意見文を書く活動。 

・読んだことについて、引用しながら自分の考えや
感じたことを書く力。 

・読んだことについて、引用しながら自分の考えやそ
の理由を書く力。 

・読んだことについて、引用しながら自分の考えやそ
の理由を、文章構成を考えながら書く力。 

内容面の指導後 

読む人に自分の思いが伝わるようにするために、内 
容面以外で気を付けることはありますか。 
記事で印象に残った内容を、始めの方でシェアする
と共感して読んでくれるかもしれません。
導入で投げかけの文を入れて、まとめで自分達がで
きることを呼びかけてみるといいかもしれません。

 世界中の人々に向け、自分の思いを分かりや 

すく伝えるためには、どういう内容や表現で伝 

えたらいいかな？     

says は、記事の内容をそのまま伝える時に使える
んだな。
～ 以外で引用の表現はありませんか。

が使えると思います。 
ですね。  

 

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

 
その人たちにメッセージを届けるために、どのよう 
な工夫ができますか。 
始めに、 と呼びかける！ 
主語を ではなくて、 にした文を入れると自分 
事として読んでくれるかもしれません。 

  

〈メッセージ内容〉 
・気持ちとその理由 
・  

・ を使った文 

 

 

～  

 ＋ 動詞の原形 ? 
＋ 動詞の原形  

〔 〕

〔 〕


